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?要 旨
現在外国語活動の授業では,柳瀬・小泉 (2015)が指摘するように,指導者が発
する英語を児童がそのまま繰 り返す活動や,チャンツを行 う活動,パターン・プ
ラクティスなどが実施される時間が多くなる傾向にある。その理由の一つとして ,
児童が十分に表現に慣れ親 しまないとコミュニケーション活動に移行できない,
あるいは,児童たちの持つている知識やスキルでは,十分なコミュニケーション
活動はできない,と考える教師自身の思いがあると考えられる。筆者は,コミュ
ニケーション活動を観察する際に,児童が発する言葉だけに注目するのではなく,
児童の考えが現れているような体の動きや表情,視線,立ち位置などにも目が向
けられる必要があると考える。本研究では,児童たちの活動中の姿を観察,分析
するために,社会認知的な視点から,児童がコミュニケーション活動を行 う授業
を観察し,活動の中で児童がどのようにや りとりをしているのか明らかにするこ
とを目的とした。
まず,先行研究から,児童の相互行為を見ていくための理論的枠組みとして,
「社会認知的アプローチ」(Sociocoginitive approach,以下SCA),およびその中
で重要となる概念である「協調」(al igrllnent)について,また,それを担保するた
めに欠かすことのできない「間主観性」(intersubjectivity)という概念について,
理論的考察を行なつた。
第二言語習得研究の中で主流の位置を占めるのは,認知主義的アプローチであ
る。認知主義的アプローチは,学習者の個人内で行われる言語の産出と理解に関
する心的プロセスを対象としており,この心的プロセスは,入力 (input)とその
処理,そして出力(output)という情報処理モデルで表現される。この処理におい
て,外界の情報を取り込み,脳内の表象(representation)に変換されたものが知
識であり,学習における個人差は,処理を構成する様々な要素の差に還元して論
じられる。
これに対しAtkinson(2011)は,人間の認知的活動においては,人間とそれを取
り巻く環境との関係は,常に変わり続けており,インプッ トー アウトプットという
??
個人内に閉じた情報処理だけでは,実際に起きている活動の複雑さを説明できな
い,として,新しい形の様々なアプローチ(alternative approaches)を検討する
必要があることを主張した。中でも,Atkinsonが提唱している社会認知的アプロ
ーチ(SCA)とは,第二言語習得において学習者の言語学習を,個人の認知活動に限
定せず,学習者主体と他者を含めた環境との相互作用,あるいは「協調」と考え
る枠組みであり,身体の位置やジェスチャー,表情,視線など,言語だけでなく
身体に関わる事柄 (身体化 :embOdiment)を重視 し,<認知―身体一環境
(mind一body一world)>をセットとして論じている。
この見方は,言語習得を情報の入出力とその処理で論 じる従来の認知主義的見
方とは一線を画しており,言語学習を複雑な全体的な営みとしてとらえようとす
るものである。SCAに基づく第二言語習得研究としてAtkinsonは,学習者が様々
なリソースを使用して他者や環境と協調 している過程を示 したが,このとき,学
習に参加 している者同士が活動を円滑に進めていく際に重要になってくるのが,
間主観性という概念である。間主観性 とは,異なつた理解から課題を始めた参加
者が,課題の意味や 目的についての共通理解を形成 していくことを意味する。
本研究では,これらの先行研究の知見から,校外学習の一環として行われた英
語話者へのインタビュー活動および,学校内で行われたインタビューに向けての
リハーサル活動を詳細に分析することで,相互行為の中で,児童たちがどのよう
に間主観性を形成しながら協調をおこなっているかを明らかにしようとした。言
語活動の中で見られる協調に注目するために,SCAを分析の基盤 として,参加者の
発話だけでなく,相互行為中に見られるジェスチャー,視線,姿勢,道具の活用
など様々なリソースの使われ方を,会話分析の手法を用いて多面的に分析 した。
体育館におけるリハーサル活動の分析では,児童は会話のや りとりの中で,言
語だけでなく,非言語的音声,視線,ジェスチャーなど,様々 なリソースを用い
てインタビュー活動を構成 していた。
観光地におけるインタビュー活動の分析では,観光客の発話,視線,体の動き
などをリソースとして会話の滞 りそ うな場面を察知し,それに対して伝えたいこ
とを反復したり,語を強調 して伝えたりするなどし,複数の児童が様々なリソー
スを使用し協働的に会話を立て直し,間主観性を保持する様子が観察された。ま
た, リハーサルで練習していた会話通 りに進まず,流れが崩れた状態から始まる
インタビュー活動もあつたが,そこでは,児童は決められた会話の枠組みから逸
脱し,環境の変化に対応 してリソースを最大限に利用し,身体の動きや認知を協
調させることで困難な状況を立て直した。
リハーサル活動と校外活動のそれぞれの場面におけるや りとりの詳細な分析か
ら,1)児童たちは観光地において, リハーサル活動で見られた以上に,様々 なリ
ソースを複雑なや り方で使用し,会話を継続させていたこと,2)観光地における
相互行為の中で,児童たちはそれぞれの役割を果たすということだけではなく,
会話を成立させるために協働的に場を構成 していたこと,3)観光地における相互
行為の中で,児童たちは環境の変化にあわせてリソースを最大限に利用 し,身体
の動きや認知を協調させていたことが明らかになつた。これにより,体育館での
活動と異なり,環境が激しく変わる観光地での活動では,児童たちが様々なリソ
ースを用いながら,他者 (観光客,児童)と問主観性を形成 しながら,時に,失
敗しながら,協調していく様をとらえることができた。
これまで,認知―身体…環境を全体的にとらえる第二言語習得研究,特に,小学
校での外国語活動を対象にした研究はほとんどなかつたが,本研究で明らかにで
きたことによつて,児童の言語学習をとらえる新 しいアプローチが提案できたの
ではないかと考える。
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第1章 研究の背景
現在,小学校外国語活動の新学習指導要領の目標では,「コミュニケーション
能力の素地を養 う」ために,「言語や文化に対する体験的理解」「英語の音声や
基本的表現への慣れ親 しみ」「コミュニケーションヘの積極的態度」の3点が掲げ
られている。外国語活動が実施されて6年が経過 しているが,指導体制や教室環境
の整備などについて学校間や地域間で格差が出始めており,その結果,授業実践
の実態についてもばらつきがでている。それでも,多くの学校で見られるのは,
上記の目標のうち「慣れ親 しみ」の活動が重視された授業である。そういつた授
業では,指導者が発する英語をそのまま繰 り返す活動や,チャンツを行 う活動,
簡単な英文を,パターンを変えて学習するパターン・プラクティスなどが実施さ
れる時間が多くなる傾向にある。柳瀬・小泉 (2015)は,そういった授業で話され
る英語は教師や児童自身の言葉ではないとし,自分の考えや気持ちとは関係なし
に,英語の内容に自分の責任を感 じないままに英語を引用するだけではコミュニ
ケーション能力は身につかないと批半Jしている。
授業の中で,コミュニケーションヘの積極的態度を養 う活動にまで至らない理
由としては,上で述べた教師の力量の問題のほか,単元の目標設定や構成に問題
がある場合や,ティーム・ティーチングができない環境など様々あると考えられ
る。 しかし,もう一つの理由として,児童が十分に表現に慣れ親 しまないとコミ
ュニケーション活動に移行できない,あるいは,児童たちの持つている知識やス
キルでは十分なコミュニケーション活動はできない,と考える教師自身の思いも
あるのではないだろうか。筆者はこの点について,コミュニケーション活動の中
で,児童たちが,学んだ表現をたとえ不完全な形式であっても, どのように使用
しているかについてもつと理解を深める必要があると考える。さらに,児童が発
する言葉だけに注目するのではなく,児童がコミュニケーションを行 う際の体の
動きや表情,視線,立ち位置などにも目が向けられる必要があると考える。
そこで本研究では,そういつた事柄を検討するために,社会認知的アプローチ
を基盤に,児童がコミュニケーション活動を行 う授業を観察し,活動の中で児童
がどのようにやりとりをしているのか明らかにする。社会認知的アプローチとは,
学習を個人の認知活動に限定せず,学習者主体と他者を含めた環境との相互作用,
あるいは「協調」と考える枠組みである。人間の認知的活動においては,人間と
それを取り巻く環境との関係は常に変わり続けており,インプットーアウトプット
という個人内に閉じた情報処理だけでは,実際に起きている活動の複雑さを説明
するのは難しい。そのため分析は映像や音声データを用いて行い,児童のコミュ
ニケーション活動を,身体の位置やジェスチャー,表情,視線など,言語だけで
なく身体に関わる情報も含め複合的に観察する。具体的には,校外学習の一環と
して行われた英語話者へのインタビュー活動および学校内で行われたインタビュ
ーに向けてのリハーサル活動を詳細に分析する。
第2章 先行研究
本章ではまず,社会認知的アプローチにおける第二言語習得の概要を述べ,そ
の中で重視されている協調 (aligrlnlent)という概念について言及する。そして,あ
る活動において,参加者が他者や環境と協調 している場面で達成される間主観性
(intersubjectivity)について述べる。
本研究の核心となるSCAを援用するに至った背景を述べるにあたり,現在,第二
学習研究の中で主流の位置を占める認知主義,そして,その対抗概念として登場
した社会認知的アプローチについて触れておきたい。
2.1認知主義的アプローチ
Atkinson(2011)によると,認知主義的アプローチは,学習者の個人内で行われ
る言語の産出と理解に関する心的プロセスを対象としている。この心的プロセス
は,入力(input)とその処理,そして出力(output)という情報処理モデルで表現さ
れる。この処理において,外界の情報を取り込み,脳内の表象(representation)
に変換されたものが知識であり,学習における個人差は,処理を構成する様々な
要素の差に還元して論じられる。このような見方は,モデルの精度などにちがい
はあるものの,インプットやアウトプットという表現で学習を語る第二言語習得
研究では,主流の見方である (Krashen,1985;Swain,1985など)。
2.2社会認知的アプローチ
これに対しAtkinson(2011)は,人間の認知的活動においては,人間とそれを取
り巻く環境との関係は常に変わり続けており,インプットー アウトプットという個
人内に閉じた情報処理だけでは,実際に起きている活動の複雑さを説明できない,
として,新しい形の様々なアプローチ(alternative approaches)を検討する必要
があることを主張 している。中でも,Atkinsonは,社会認知的アプローチ
(Sociocoginitive approach,SCA)を提唱した。
4Atkinson et al。(2007)によると,SCAとは,第二言語習得において学習者の言
語学習を,個人の認知活動に限定せず,学習者主体と他者を含めた環境との相互
作用,あるいは「協調 (al igrllnent)」と考える。また,その際に,身体の位置やジ
ェスチャー,表情,視線など,言語だけでなく身体に関わる事柄 (身体化 :
embodiment)を重視する。つまり,SCAによると,第二言語習得は常に変わりつつ
ある環境への適応のプロセスとしてとらえられ,活動における参加者と,参加者
を取り巻く社会的関係や環境とを切 り離すことなく,全体的に捉える枠組みとし
て考えられる。Atkinsonは,議論の中で,<認知―身体一環境 (mind―body―world)
>をセットとして論 じている。この見方は,言語習得を情報の入出力とその処理
で論 じる従来の認知主義的見方とは一線を画してお り,言語学習を複雑な全体的
な営みとしてとらえようとするものである。
社会認知的アプローチの基盤としてAtkinson(2011)は,以下のような研究の原
理を示している(Atkinson[2011]に基づいて筆者が整理 した)。
1)特殊性,個別性,多様性
従来の第二言語習得研究は,習得プロセスの一般化を図ることをめざしてき
たが,SCAにおいては,異なった文脈における個別の言語習得の事例を重視す
る。したがつて,学習や習得のプロセスの多様性を認める。
2)プロセス,全体主義,統合性,および関係性
従来の第二言語習得研究と異なり,SCAでは,言語学習を直線的に進むプロ
セスとは考えず,人間と環境との複雑な相互作用として,第二言語習得を関係
的かつ統合的に研究する。
3)拡張された認知
社会認知の中心的な主張は,認知が個人内の心的処理のなかに閉じておらず ,
社会的道具や記号システムを介 して世界に広がっていくことである (Atkinson
2010a,2010b)。つまり,認知―身体一環境の関係がどのように統合されている
かを探求することが研究の目標となる。
4)相互行為としての学習
5SCAでは,多くの第二言語学習は,他者とともに(with),また 他者 との間
(between)で行われる相互行為(interaction)の中で行われると考える。このと
き,認知―身体一環境の関係の中で相互行為がどのように変化するかを記述,分
析 していく。
特に,相互行為の中で活動における参加者が,自らの身体と他者や物理的道
具との関係を調整 しながら環境へ適応 し,また,環境を構成 していくことを
Atkinsonは「協調(alignment)」と呼んでいる。本論文でも,言語活動の中で
見られる協調に注目するが,そのためには参加者の発話以外に,相互行為中に
見られる以下の①～⑩に示したジェスチャー,視線,姿勢,道具の活用など様々
なリソースの使われ方が,多面的に分析される必要がある。
① 言 語   (language)
②非言語的音声 (nOnlinguistic vocal behavior)
③視線 (gaze)
翅)'そ情蒙 (facial expression)
⑤ジェスチャー (gesture)
⑥頭や体の動きや向き (head and body movement and orientation)
⑦道具 (tools)
③場の設定や環境 (settingS)
⑨役割や人間関係 (rOles and relations)
⑩活動の計画や方法 (arrangements and practices)
重要なことは,これらのリソー スは単独で機能することはなく,認知―身体一環
境という関わりの中で,複合的に,また重層的に出現するということである。
2.3 SCAに基づく具体的な第二言語習得研究
では,ここまで述べてきたSCAが重視する概念を具体的に理解するために,
Atkinson et al.(2007)における研究事例を取り上げ,紹介したい。
この事例は,14歳の日本人英語学習者アコが現在完了形についての文法の宿題
を,英語の指導経験のある叔母 トモとともに進めるというチュー トリアルの場面
6である。二人は,現在完了の経験を使つた英作文の問題を解いている。ここで,
認知―身体一環境の協調が見られた場面について述べている。
研究事例
乃b″θ】b“いtr″ケJ`θ,″ケi能″7
01   A: ((Reads frst part ofexercise item quickly llnder her breath))
°Anata wa ima made ni eigo de tegalni=°<(2.0)Ima made ni=
μ′=Yoχ β切り“
″〃″ο″′η hglお乃ル能ィ  協″′″οW
((SOftly shadowing A's volume,intonation,and gestures))
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“
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(Atkinson et al,2007,p.175)
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05      (1.0)
06     A:
T:07
T:
上記の二人の会話のや りとりで,アコは「あなたは今までに英語の手紙…今ま
でに」(L01)と発話 し,続いて トモが「うん今まで」(L04)と小さな声,かつ,学
習者と同様の抑揚で発話を部分的に反復した。この反復で「今までに」(L02)とい
う,アコが注目している副詞に, トモ自身も注目しているということがうかがえ
る。 トモは「さっきの使えばいいんじゃない?」 (L07)と,既習事項を思い出させ
るように提案をし,アコは「今まで…ネーバーか」(L08)と発話する。もう少 しで
課題達成できそうなアコに, トモはさらに 「Have you everとかなんとか」(L09)
と発話 し,アコにとつて分かりやすいヒン トを与え,課題を達成するまでの道の
りを縮めている。ここで,上記の トランスクリプ トに写真1の視覚情報を加える。
いままで…ne...everかさっきの使えば良いんじゃない?
Have you ever とか なス′とか
写真 1認知―身体 環¨境の協調が見られたチュー トリアルの場面 KAtkinson d d,2007,p.175)
写真1では,アコとトモが横に並んで座 り,必要に応じて トモが支援できるよう
な酉己置 となっていることがわかる。また, トモはアコとともにワークシー ト (道
具)に視線を向け,記載されている表現をペンで探 している。
このように,Atkinsonは二人のやりとりを,言葉のや りとりだけではなく,位
置関係,ジェスチャー,体の向き,視線など,様々 な要素から複合的に分析する
ことにより,二人を含め,様々 なリソースが複雑な形で絡み合っている,すなわ
ち,協調していることを示した。こういつた視点で分析をすることにより,
Atkinsonは,学習が学習者の個人内のみで行われるのではなく,社会的道具や,
学習者が取り組んでいる課題など様々な要素が絡み合い,認知―身体一環境が切 り
離されることなく,協調 して起こるのだということを主張した。
2.4 Fn5主観性  (intersubjectivity)
SCAに基づく第二言語習得研究として,Atkinsonは,学習者が様々なリソース
を使用 して他者や環境と協調している過程を示したが,このとき,学習に参加 し
ている者同士が活動を円滑に進めていく際に重要になってくるのが「間主観性」
という概念である。間主観性とは,異なつた理解から課題を始めた参加者が,課
題の意味や目的についての共通理解を形成 していくことを意味する (Newson&
Newson,1975,;吉田・望月 2000;バーク・ウィンスラー,2001)。
学校の授業での作品づくりやプロジェクトの中で,ゴー ルを設定した協同活動
をおこなうという状況では,間主観性を形成することが不可欠であり (Tharp&
Gallimore,1988;吉田・望月,2000),そのような間主勧性は参加者同士の対話を
通 して形成される。 しかし,その時の対話はいつも円滑なものであるとは言えな
い。参加者間に見方の違い,能力の差があるとすれば,絶えず摩擦が生じるとい
つてもよく (Wertsch,1998;吉田。望月,2000),それを解決するためには,参加
者たちが状況を共有しながら絶えず交渉したり妥協したり,協調するといつた努
力をすることが不可欠である (Newson&Newson,1975,バーク・ウィンスラー,
2001)。本論では,外国語活動の中で,児童たちが他者とそ ういつた間主観性を形
成 しながら相互行為を行つている様子を,つぶさに観察 0分析することを目指し
たい。
2.5本章のまとめ
本章では,第二言語習得研究の中で認知主義からSCAに至る背景,その中で重要
となる概念である「協調」について,また,それを担保するために欠かすことの
できない「間主観性」という概念について,Atkinsonによる研究事例も踏まえて
概観 してきた。冒頭で述べたように,本研究の目的は,児童がコミュニケーショ
ン活動を行 うことを目的とした授業を観察し,活動の中で児童たちがどのように
学んでいるかを分析することである。
これまでの第二言語習得におけるSCA研究では,Atkinsonの事例のように,一
対一のやり取りについて取 り上げられてきたが,多人数参加の複雑な場面での研
究はまだ少ないと思われる。そこで以下では,Atkinsonの考えに基づき,多人数
が参加する活動において,参加者が,認知―身体一環境に協調(alignlnent)すること
について読み解き,SCAの概念を強化 していきたいと考える。
次章では,本研究の詳細な目的や,分析の手法について述べる。
9第3章 研究方法
第2章では,Atkinsonの事例をもとに社会認知的アプローチの立場から,活動の
参加者がどのように協調(alignlnent)を生み出しているかをみた。従来の第二言語
習得研究と異なり,SCAでは,認知―身体一環境が切 り離されることなく,相互に結
びついて学習が起こるということが示された。冒頭で提示 したように,本研究の
目的は,児童がコミュニケーションを行 うことを目的とした授業を観察し,コミ
ュニケーション活動の中で児童がどのように学んでいるのか,つまり,児童たち
がどのようなリソースを用いて活動に参加 し,どのように課題を達成 していくの
かについて明らかにしていくことである。
3.1研究の方法
本研究は,兵庫県内のある公立小学校の6年生26名のクラスを対象としている。
この学校の校長から研究協力の承諾を取つた後,クラスの学級担任に研究協力を
依頼し,2016年度4月から7月の3ヶ月間,外国語活動の授業を観察記録 した。ラン
ダムに選んだ学校ではないという点から,本研究は一事例に関する研究(Case
Study)として進めていく(後述する3.3を参照のこと)。
この学校では月に一度ALTが来校し,ティームティーチングが行われているが,
それ以外の授業は担任主導で授業が行われている。筆者は,2016年4月20日から7
月13日まで授業観察者として授業に関わり,毎週の授業のデータをビデオカメラ
とICレコーダーにて記録した。本研究の対象となつたのは,5月17日から6月8日に
実施された「校外学習でインタビューをしよう」という全5時間の単元で,校外学
習で観光地を訪問し,そこを訪れた外国から来た観光客に,英語でインタビュー
をするというものであった。この単元では,観光客の出身地, 日本文化への関心
などを尋ねることで,初めて会つた人々ともコミュニケーションができるという
ことを目指した。
10
この5時間の授業のうち分析の対象は,観察期間中の6月1日に行われた体育館に
おけるリハーサル活動(第3時)と,6月7日に行われた校外学習(第4時)である。(表
中の灰色部分)
表 1「校外学習でインタビューをしよう」単元計画
また,本研究の分析対象となる第3時と第4時の内容についてもう少し詳しく記
述しておく。
第3時の体育館におけるリハーサル活動では,体育館を観光地と見立て,校外学
習と同じ流れでインタビュー活動を行なった。児童たちから質問を受ける観光客
役として,担任教諭やALTを含めて教諭および指導主事,あわせて5名が参加した。
担任は,活動が5分程度経過するごとに児童たちを集め,インタビューがうまく進
まなかった場面があつたかどうかを尋ねた。そして,児童たちから出てきた,イ
ンタビューがうまく進まなかつた場面について,解決するための方法を児童たち
に考えさせ,フィードバックを行なつた。インタビュー活動は,合計3セット行わ
れた。体育館での活動は,ビデオカメラ2台とICレコーダー5台により記録した(図
1参照)。 なお,ICレコーダー1台は担任がつけていた。
時 学習内容
第1時
(20164「
5月17日)
「どこから来たかをたずねよう」
(めあて)世界のいくつかの国名を学び,どこから来たかの尋ね方を知る。
第2時
(5月27日)
「相手に伝わるようなインタビューを考えよう」
(めあて)観光客に尋ねたい内容や,伝える方法を考える。
第3時
(6月1日)
「観光客が笑顔になるようなインタビューをしよう」
(めあて)体育館にてALTを含めた5人の教師を相手に,インタビューのリ
ハーサルをする。
第4時
(6月7日)
校外学習当日
(めあて)実際に観光地で観光客にインタビューをする。
第5時
(6月8日)
「インタビューのふり返りをしよう」
(めあて)インタビュー活動で得た情報をまとめ,感想とともにクラス内
で発表する。
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がラ………●
ICレコーダー…・□
図 1体育館の活動でのカメラ,ICレコーダーの配置図
体育館における活動の分析は,校外活動の分析対象と同グループの活動を抽出
した。参加者が常に動き回る活動であつたため,同グループにおいて,分析する
ことのできた映像,音声には限りがあつた。そのため,全7回行われたインタビュ
ー活動のうち,映像,音声のどちらも分析することのできた,2回目の活動を分析
の対象とした。インタビュー活動において児童たちは,あらかじめ,それぞれが
インタビュー活動で観光客に質問する表現を以下の表のような形で役割分担して
いた。
インタビュー での質問や言葉 役割
1 Excuse meo He1lo! 全員
2
ヽ
～
′e are students.
May l ask you a question?児童1
3
What's yollr name?
Sign please.
児童2
4
Where are you iom?
Sticker please.
児童3
5 What's your favorite Japanese food?児童4
6 Thank you. 全員
表 2校外学習におけるインタビューでの質問や言葉
□
□
□
□
□
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表2の内容が書かれたカー ドをそれぞれの児童がもち,活動を進めるためのリソ
ースとした。上記の表現1,6は全員で,2から5については,それぞれ一人ずつ児童
が担当した。児童4の“Sticker please."という発話により出身地にシールを貼
つてもらう場面は,ジェスチャーで行なっていた。観光客役の教諭たちにサイン
を記入 してもらうための用紙は,発話を担当する児童2が持つことになっていた。
第4時の活動では,児童たちが実際に校外学習で観光地に出かけ,そこで全6組
の観光客(イン ド,アメリカ2組,イタリア,中国,台湾)にインタビューをした。
そのうち分析に用いたのは,1組目のイン ドからの観光客,5組目の中国からの観
光客へのインタビューである。この2組の観光客のインタビューを分析の対象とし
て選んだのは,発話が上手く伝わらないという課題に直面した児童たちが,様々
な方法で解決しようとする姿が見られたためである。体育館での活動と同様に,
校外活動では児童たちはそれぞれ,表2の内容が書かれたカー ドをもち,サイン帳
は担当する児童2がもつていた。全インタビューにおいて,小学校の位置が示され
た地図や 日本の食べ物が書かれたピクチャーカー ドを,必要に応 じて観光客に見
せ,会話を継続するためのリソースとした。このピクチャーカー ドは体育館での
活動の際にはなかつたが, 日本の食べ物を知らない観光客もいるのではないか,
というALTの意見により,児童の考えをもとに作られたものである。児童の言葉4
の “Sticker please."では,観光客に世界地図を示し,自国の位置にシールを貼
つてもらうということになつていたが,校外学習当日は雨天により地図が濡れ ,
シールを貼つてもらうことのないインタビューもあつた。インタビュー活動の最
後には,観光客に児童が折つた鶴をプレゼン トし,会話を終えた。
3.2分析方法
分析に用いたデータは,上記で述べた体育館でのリハーサル活動と,観光地に
おける実際のインタビュー活動における児童や観光客の会話を録画したものであ
る (当日,筆者は活動に同行できなかつたため,分析に用いたデータは学級担任
によつて撮影されたものである)。
本研究で取り上げるのは,校外活動で外国からの観光客へのインタビューをす
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べて撮影することができた女子 3名,男子 1名のグループである。先述の通 り,
体育館での活動の分析は,同グループのインタビュー活動を抽出して行つた。分
析の中で,これらの児童をアイ,カナ,タエ,シゲ(仮名)とし,4人の児童のイ
ンタビュー活動における会話のや りとりを,先行研究で取り上げた社会認知的ア
プローチを基盤とし,Atkinsonによる分析方法に倣い,会話分析の手法を用いて
質的に分析 した。対象となった児童,アイは,物怖 じせず積極的に活動に参加す
る児童であり,カナは落ち着いて丁寧に物事に取り組む児童である。タエは,新
しいことに挑戦しようとする意欲の高い児童で,シゲは友だちには陽気に接する
が大人に対しては人見知 りする児童である。
3.1で,本研究は一事例に関する研究であることを述べた。事例研究は一般化
を図ることができず,主観的になるという議論があるが,本研究ではTESOL
Quarterly Research Guideline(2003)をもとに研究の妥当性と信頼性を確保する
ことを目指した。TESOL Quarterly Research Guideline(2003)によると,すぐれ
た事例研究は以下のような要件を満たすことが示されている。研究の目的や問い
を示すこと,事例についての詳細な記述があること,研究に至った背景が述べら
れていること,参加者との関係性を示すこと,参加者の個人情報の保護,研究の
期間,デー タの集積や分析方法,理論的枠組みを示すこと,各事例を詳細に記述
すること,十分な量のデータを確保すること,そして, トライアンギュレーショ
ンという様々な情報源を用いることなどである。参加者との関係 とは, どのよう
な経緯で参加者と連絡を取り研究の依頼をすることになつたか,などである。こ
のうち本研究では,授業観察,フィール ドノー ト,得られた映像や音声データの
書き起こしなどを用い,上記の要件を満たした。
3.3リサーチクエスチョン
本研究では,上で記述した観光地でのインタビュー活動と,それに向けての体
育館でのリハーサル活動について分析をする。具体的には以下のような問いを掲
げる。
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体育館におけるリハーサル活動,および,観光地でのインタビューという相
互行為の中で,児童たちはどのように間主観性を形成 しながら協調をおこな
つているか。
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第4章 インタビュー活動の記述・分析
本章では,インタビュー活動の中で児童たちがどのようなリソースを用いて活
動に参加 し,どのように課題を達成 していくのかを会話分析を用いて明らかにし
ていく。第3章で述べたように,本研究の具体的な問いは以下の通 りである。
体育館におけるリハーサル活動,および,観光地でのインタビューという相
互行為の中で,児童たちはどのように間主観性を形成 しながら協調をおこな
つているか。
ここでは,体育館でのリハーサル活動と,実際の観光地でのインタビュー活動
のそれぞれの場において,児童たちがインタビュー活動を継続するためにどのよ
うなリソー スを用いているのかを,用いるリソー スの種類,質,会話中に出現す
る密度に注目し,読み解く。
先述のように,Atkinson(20H)は社会認知的アプローチに基づき,以下の10
のリソー スが学習と教授が含まれる相互行為の中で,どのように使用されている
かを分析している。
GDE蒙言晉 (language)
②非言語的音声 (nOnlinguistic vocal behavior)
③視線 (gaze)
(Dラむ情  (facial expression)
⑤ジェスチャー (gesture)
⑥頭や体の動きや向き (head and body movement and orientation)
⑦道具 (tools)
③場の設定や環境 (settingS)
⑨役割や人間関係 (r01es and relations)
⑩活動の計画や方法 (arrangements and practices)
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すでに述べたが,上述した各種のリソースは単独で機能するのではなく,重層
的に,相互補完しながら,人々 がコミュニケーション活動に参加することを支え
ている。
本章の各事例における会話の トランスクリプ トには,児童が用いるリソースの
種類,質,会話中に出現する密度,また,それらが複雑に絡みあつている様子を詳
細に見るため,上記のそれぞれのリソースがどこでどのように使われているかを
書き示した。②から⑩の非言語的リソースのうち,本研究の目的と一致する②か
ら⑦について分析を行つた。なお,①言語的リソー スに関しては,あらかじめ決
められている言葉を含め全ての発話がリソー スとなるため,スクリプトにおける
記述からは省いている。それぞれの分析においてAtkinsonによる分析方法を採用
することにより,研究の目的である,児童がコミュニケーション活動に参加しな
がら, どのように課題を達成し, どのように学んでいくのかを明らかにしていき
たい。なお,分析に用いたデータにおける会話の参加者は,アイ,カナ,タエ,
シゲ(仮名)の4人の児童である。
4.1体育館におけるリハーサル活動 (2016年6月1日)
本セクションでは,体育館におけるリハーサル活動で,児童がどのようにイン
タラクションを行なつているかについて見ていく。 リハーサルには,担任教諭を
含めて教諭および指導主事,あわせて5名参加 し,児童たちに質問を受ける観光
客役を演じた。以下の トランスクリプ トは,その教諭に児童たちがインタビュー
する場面である。当然ながら参カロした教諭は,インタビューで児童たちが尋ねる
内容 (シナリオ)をあらかじめ知らされていた。 したがって,活動がどのような目
的で, どのように行われるかに関して教師と児童間にある程度の相互理解がある
状態からインタビュー活動が始まった。
4。1.1活動 1
以下に示す事例は,観光客役の教諭にどこから来たかを尋ね,地図にシールを
貼つてもらうという一連の会話から,次の質問にかけての場面である。一連の会
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話の後,次の児童のセリフまでに少しの間が空いた際,他の児童が発話を促した
ときのインタラクションについて注目する。
事例 1
46 アイ:   Sea■ p■ease.
47 教諭:  《アイの膝の上の台紙にシールを貼る》
48         (3.0)
49 カナ・シグ・タエ:《シール台紙を覗き込む》
50 アイ:  Thank you.《シール台紙に視線を落としたまま,
51      教諭に軽くお辞儀をする》
52          (2.0)
53 アイ:  《シゲの方に一瞬視線を向けた後すぐに手元に視
54      線を戻す》
55 タエ:   °シゲちゃん°=《アイに続くようにシゲに視線を
56      向け,一歩近づき,ひじで軽く小突き,シゲの発話
57       を促す》
58  シゲ:    →mat.s your favorite Japanese food?《手
59      元の資料を読み,その後教諭に視線を向ける》
60 アイ:  《シゲに視線を向け,タエに一歩近づき,教諭の方
61      に視線を向ける》
62 児童たち:《教諭に視線を向ける》
63 教諭 :    = (。)■ike (2.0)mm:
64 児童たち:《手元に視線を落とす》
65 教諭 :    Tewura.
③視線⑥頭や体の向き
③視線⑦道具
⑥頭や体の動き
③視線
③視線
⑥体の動き
③視線⑦道具
③視線
⑥体の動き
③視線
③視線
L50の“Thank you."という発話の際,アイはシール台紙に視線を落としたまま
教諭に軽くお辞儀をする。その後,シゲは“What's your favonte」ap nese bod?"と
観光客役の教諭に尋ねることになっていた。しかしアイの後には約2秒間のポーズ
(L52)があり,アイはシゲに一瞬視線を向け,またすぐに手元に視線を戻した(L54)。
それに続き,タエもまたシゲに視線を向け,一歩近づき,肘で軽くシゲを小突く
ようにしてしげの発話を促した(L55-57)。タエに促されたそのすぐ後に,シゲは
η陥at's your favoHte Japanese food?"(L58)と手元の資料を読むように自分のセリ
フを発した。その質問の後,アイは教諭に視線を向けており(L60),それと同時に
他の児童も教諭に視線を向けた(L62)。教諭が “I(。)like(2.0)Mm:"と考えて
いる間,児童たちは手元のワークシートに視線を落としている(L64)。
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次に取り上げる事例は,事例1に引き続く場面である。第3章で示した児童のセ
リフでは,インタビューを締めくくる “Thank you."というセリフは全員で発話
されることになつていたが,体育館でのリハーサル活動の段階ではカナが発話す
ることになつていた。
事例 2
63 教粛斜:     工 (。)■■ke (2.0)m:
64 児童たち:《手元に視線を落とす》
65 教諭 :     TeTura.
66 アイ:   Oh:《カナの方に視線を向ける》
67 カナ:  Oh ni[ce。《右手でオッケーのジェスチャーをす
68           る》
69 アイ:      [Nice.
70 シゲ:  《アイに視線を向けたあとカナに視線を向ける》
71 教諭:   Thank you.=《親指を立てる》
72 タエ:   Me too.《手に持つた鉛筆で自分と教諭を交互
73      に指す》
74 教諭:   Good.《オッケーのジェスチャーをする》
75 アイ:   =t's yumy.
76 教諭:   Ыふ
77 アイ:   h―カナやで。 《カナに視線を向け,カナの発
78      話を促す》
79 カナ:   あつ (1.o)Thank you.
80 アイ:   Th[ank yOu.]
81 教諭 :       [Thank you]′ thank you bye. Bye bye.
③視線
②非言語的音声③視線
⑤ジェスチャー
③視線
⑤ジェスチャー
⑤ジェスチャー
⑤ジェスチャー
③視線
アイの“It's yummy."(L75)という発話の後,アイは “カナやで"(L77)という発
話や視線を向けることによリカナの発話を促 し,カナは“あっ (1.0)Thank you."
(L79)と発話 した。また,ここでもう一つ注目したいのは,アイ,カナ,タエの“Ωh:"
(L66), ``Oh ni[ce."(L67), ``[Nice."(L69), ``=Me tOo。"(L72), ``It's yummy."
(L75),という発話である。これらの発話はあらかじめ決められていたセリフとは
異なり,児童たちから自発的に発せられたものである。これらの発話の際,アイ
はカナに視線を向け, “Oh"(L66)という驚きを共有 したり,カナは “Oh ni[ce."
(L67)とジェスチャーとともに発話することで驚きを教諭に示したり,タエは“=Me
too."(L72)という発話で教諭に食べ物の好みへの共感を示したりしている。シゲ
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は,発話はしていないものの,アイやカナに視線を向け(L70),それぞれの発話に
注目している。このように,児童は会話のやりとりの中で,言語だけでなく,非
言語的音声,視線,ジェスチャーなど,様々 なリソー スを用いてインタビュー活
動を構成していた。
4.2観光地における実際のインタビュー活動 (2016年6月7日)
4。1の二つの事例では,体育館におけるリハーサル活動で,児童が会話のやり取
りの中で様々なリソースを用いてインタビュー活動を構成している様子を詳しく
見てきた。本セクションにおいては,観光地で実際に児童がインタビューする活
動ではどのようなリソー スを用いているかについて読み解いていく。
4。2.1活動2インドからの観光客へのインタビュー
ここで取り上げるや りとりは,イン ドから来た観光客へのインタビュー場面で,
“What's your favo五te」ap nese bod?"の部分について見ていく。本事例は,シゲに
よる発話が観光客に上手く伝わらないという場面である。
事例 3
41 シゲ:
42
43  アイ・カナ:
44 観光客 1
45  アイ・カナ:
46
47 タエ :
48 シゲ :
49
50 観光客 2
51 児童たち
52 観光客 1
53 観光客 2
54 観光客 1
55 シゲ :
56 観光客 1
57 シゲ :
58
③視線
③視線
③視線⑥頭の動き
③視線④表情
⑥体の向き
③視線
③視線
③視線
②非言語的音声
⑥頭の動き
③視線
=Eh what's your favorite Japanese food?
《観光客1に視線を向けて》
《シゲの発話を見守るように視線を向ける》
Sorry?《首を傾げ,シゲの方に耳を近づける》
《観光客 1に一瞬視線を向け,笑顔で前のめりに
なつてシゲに視線を戻す》
《アイを一瞬見た後観光客1,2を順に見る》
mntis your favorite」apanese food? 《観
光客1に視線を向けて》
Favor■te Japanese city.
: 《観光客2の方を見る》
[血?]
[Whal t'S your favorite Japanese city?=
=Favorite Japanese?
《観光客1に視線を向けて三度頷く》
Tokyo.
《観光客1からアイに視線の先を移す》
(2.0)
59 アイ :
60
61 児童たち
62 観光客2:
63 担任 :
64 観光客 1
65
66 児童たち
67 アイ :
68 観光客 1
69 カナ :
Oh′ [What's your favori[te Japanese
food?
《アイに視線を向ける》
[TOky。.
[TOkyO.
《アイに視線を向ける》
」apanese food.=
《アイから観光客①に視線の先を移す》
=Yes.
Ah: lMm:: (■.0)饉SO SOup.
[Nice.]《拍を打つように左手を動かす》
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③視線②非言語
的音声
③視線
③視線
③視線
③視線⑥体の動き
シゲの“Wht's your favor■e」apanese food?"(L41)という発話に対し,観光客は
“Sorry?"(L44)という返答とともに首を傾げ,シゲに耳を近づけるような仕草を
しており(写真2),それによつてシゲはL48で発話を反復 している。
写真 2インドからの観光客へのインタビュー場面 1
これは,観光客の “Sorry?"(L44)という発話や身体の動きから,観光客に発話
の意味が通じていないことに,シゲが自分で気が付いたためだと考えられる。ま
た,観光客の “Sorry?"(L44)の発話により,アイとカナは観光客に一瞬視線を向
けた後,前のめりになつて再度シゲに視線を向けている(L45)。この,会話が滞り
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そうな場面において,シゲが相手の好きな食べものを尋ねるという課題を達成す
るかどうかに,アイ,タエが注目していることがうかがえる。
これを見かねた友人とおぼしきもう一人の観光客2が,会話に参加し(L50,L53),
観光客1にシゲの発話を伝えようとしている。しかし, “Favorite Japanese
city."(L50), “What's your favorite」apanese c■y?"(L53)と発話しており,実際
は観光客2に対しても質問の意味が適切に伝わつていなかった。観光客1がシゲに,
“Favorite Japanese?"(L54)と質問内容を確認するように尋ねたことに対し,シ
ゲは観光客1に視線を向けて三度領いた(L55)。しかし,好きな食べ物を尋ねたこ
とに対する返答は,観光客1の“Tokyo."(L56)という都市名であり,シゲは観光
客1からアイに視線の先を移した(L57)。約2秒間のポーズ(L58)ののち,アイは
“Oh,what's your favorite.lapanese food?''(L59)と,キー ワードとなる “favOrite"
“Japanese" “food"の二つの単語に強勢を置いて会話に介入している。あらか
じめ決められていたセリフの流れとしては,アイはここで発話をすることにはな
つていいなかつたが,観光客1の“Tokyo."(L56)という発話や,シゲから向けら
れた視線(L57)から,会話に介入し,滞りそうな会話を立て直した。このように,
観光客の発話,視線,体の動きなどをリソー スとして会話の滞りを察知し,それ
に対して伝えたいことを反復したり,語を強調して伝えたりするなどし,児童は
協働的に会話を立て直し,このインタビューの目的が達成された。
4.2.2活動3中国からの観光客へのインタビュー
次の事例は, 日本語を少し話すことのできる中国からの観光客にインタビュー
をする場面である。ここでは,本来のセリフとは違つた流れで会話が始まるも,
児童がその状況に協調するという場面を取り上げる。第3章で示したように,イン
タビュー活動における児童のセ リフは以下の図の通 りであった。
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インタビューでの質問や言葉 役割
1 Excuse me. Hello! 全員
2
We are students.
May l ask you a question?タ
エ
3
What's your name?
Sign please。 カ ナ
4
Where are you from?
Sticker please. アイ
5 What' s your favorlte 」apanese food?シゲ
6 Thank you. 全員
表 3校外学習におけるインタビューでの質問や言葉
事例 4
1 観光客:ちょつとだけ。
2 アイ: Ah.m 《口元に手を当てメンバーを見る》    ③視線
3 観光客:中国人です。
4 アイ: (    )《タエに向けて何かを言つている》
5 観光客:° 中国人です。°
6 担任: 血  (。)カナちやん (。)よかつた (。)中国。
7 アイ: 中国
8 観光客:中国人です。
9 シゲ: いけ,カナちやん。
録画された映像は,観光客による “ちょつとだけ。"(Ll)から会話が始まって
いるが,この会話の前に誰から, どのような問いかけがあつたのかは定かではな
い。 しかし,「中国人です」という発話から,「どこの国の人ですか」といつた
問い掛けがあつたと思われる。
これまでの体育館 リハーサル活動の流れでは,出身地を尋ねる質問は表3にある
ように,アイが尋ねることになつていた。 しかしL3で観光客が「中国人です」と
自ら児童に情報を与えたことから, リハーサルで練習していた質問(“Where are
you from?")の流れが崩れた。
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次の事例では,タエの “May
つた場面について見ていく。
I ask you a question?"という質問が伝わらなか
事例 5
22 タエ :
23
24 観光客 :
25 タエ :
26 観光客 :
27
28 アイ :
29 観光客 :
30
31
32 カ ナ :
33 観光客 :
34 アイ :
35 観光客 :
36 カナ・タエ:
37 アイ :
38
39 タエ :
40 アイ :
41
42 カナ :
43
44 観光客 :
45
《観光客 に視線 を戻 して》餞v工ask you a
question?
What?
《アイに視線を向ける》
《タエがアイに視線を向けたのを見て,同じく視線を
アイに向ける》
Ah:あなたに:(。)質問をしてもいいですか。
《首をかしげ自分のあごを指差した後に,手のひらを
上に向けてアイを指し示す》
(   )PardOn? 口hat
《相手を指すように右手を少し動かす》
Pardon? mat?
Oh:↑You《手のひらを上に向け観光客を指し示す》
Un(。)yes《自分を指して領く》
《アイと観光客を交互に見る》
・Uh:°=《手を回元に持っていつた後,資料に視線を落
とす》
く狐eStiOn=《観光客を指しながら》
インeStiOn《観光客を指した後オーケーのジェスチ
ャーをする》
《観光客の目を見て手で三度拍を刻むような動きを
し,一度頷く》
Uh′veah yeah yeah.《オーケーのジェスチャー
をする》
③視線
③視線
③視線
③視線
③視線⑤ジェス
チャー
③視線⑥体の動き
③視線⑤ジェスチャー
③視線⑥頭や体の動き
③視線
②非言語的音声
③視線
⑥頭や体の動き③視線
③視線⑤ジェスチャー
③視線⑤ジェスチャー
③視線⑥頭や体
の動き
⑤ジェスチャー
3中国からの観光客へのインタビュー場面
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タエの “May l ask you a question?"(L22)という発話に対し,観光客は“What?"
(L23)と聞き返し,タエは,アイに視線を向けた(L24)。それを見た観光客は,タ
エに続いてアイに視線を向け,新たな対話の相手を探つている(L25,写真3)。この
時,アイは日本語を交えて観光客に質問を伝えようとしている(L28)が,これも伝
わらなかった。そこでアイは, “↑You"(L33)と文を区切るようにして発話し,
観光客に質問の意味を伝えようとした(写真4)。
観光客が “Un(。)Yes"(L35)と答えると,即座にタエが “Question"と語気を
強めて観光客を指しながら言葉を発し(L39),それに続くようにアイも同様に
“Question"とオーケーのジェスチャーをしながら発話した(L40)。そしてカナは
観光客の目を見て手で三度拍を刻むような動きをし,一度領いた(L42,写真5)。
写真 4中国からの観光客へのインタビュー場面 2
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体育館での活動では,自分の役割以外の場での発話は見られなかつたが,この
場面では,タエの “May l ask you a question?"という質問が伝わらなかつたた
め,複数の児童が様々なリソースを使用し,協働的に質問しようとすることが観
察された。
もう一つ,本事例で注目したいのはL32-44の部分である。ここでは,他の部分
に比べ,様々 なリソースが一度に多く現れていることが見てわかる。これは,相
手に質問が伝わらないことにより意味の交渉 (negOtiation of meaning)が行わ
れる際,児童たちが相手の理解を確認 しながらいかに種類豊富なリソースを短時
間で,高頻度で使つているかということを示 している。
次の事例6では,事例4で活動の流れが崩れた状態から始まったインタビューの
中で,児童がどのように会話を立て直 し,会話のや り取 りを継続させるのかにつ
いて見ていく。
写真 5中国からの観光客へのインタビュー場面 3
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事例 6
49 カ ナ :  whatis your nane?
50 観光客:町nnme?《自分を指差しながら》        ⑤ジェスチャー
51 カナ: 《観光客の目を見て領いた後,手元の資料に視線を落 ③視線
52       とす》
53 観光客:町nan‐(。)iS(。)Ah::: ↑(  )《視線 ③視線54     を泳がせ,何かを探している》          ⑥頭や体の動き
55 アイ: Oh《タエが持つているサイン用紙を指差し,サイン ⑤ジェスチャー56     用紙に三度軽く触れる》
57 カナ: 《ファイルからサイン用紙を出しながら》     ⑦道具
58        °Sign p■ease.・
59 観光客:sign。( )Yes.《字を書くジェスチャー をし,力 ⑤ジェスチャー60     ナを見た後アイを見る》             ③視線
61         (4.0)
62 カナ: 《観光客に鉛筆を渡し,サイン用紙を差し出す》  ⑦道具
63 観光客:《サインをしようとしながら》
64     漢字?《字を書くジェスチャーをしながらシゲを見た ③視線
65     あと,カナを見る》               ⑤ジェスチャー
66 シゲ: 《頷く》                    ⑥頭の動き
67 カナ: 《笑顔で頷きながら》 ok ok.=          ④表情
68 観光客:く凛 ok.《サイン用紙にサインをする》      ⑦道具
69        (4.0)
70 カナ: Thank you.《観光客から鉛筆を受け取る》
71 アイ: 《手でカナの傘をよけ自分のスペースを確保する》 ⑥体の動き
72 シゲ: 《手元と観光客の目を交互に見ながら》      ③視線
73        Eh (。)What's your (。)favOrite Japanese
74        food?
75 アイ: 《シゲに視線を向け,シゲの what′s yourの後の ③視線76     短いポーズの間に,シゲに向かつて favoriteと口 ⑥体の動きや向き77     を動かす》
あらかじめ決められていたセリフの流れでは,カナの “Sign please."(L58)
というインタビューの後,アイが “Where are you from?"と質問することになつ
ていた。しかし本場面では,カナによる一連のインタビューののち,間をおかず
シゲが “Eh What's your favorite Japanese food?"(L73)と発話した。また,シ
ゲの発話の際にはアイがシゲに視線を向け,シゲの “What's your"の後のごく短
いポーズの間にシゲに見せるように“favOrite"と口を動かした(L75-77,写真6)。
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この場面で児童がセリフの流れに従つた場合,インタビューの冒頭に得た,観
光客が中国人であるという情報をもう一度尋ねてしまうことになるが,シゲが発
話したことによリアイは質問の重複を回避した。
次に取り上げるやりとりは,事例6に続くインタビューの場面である。ここでは
“What's your favorite」ap nese food?"の部分について見ていく。
事例 7
72 シゲ: 《手元と観光客の目を交互に見ながら》
73        Eh (。)匈hatls your (.)favOrite 」apanese
74        food?
75 アイ: 《シゲに視線を向け,シゲの what′s yourの後の
76     短いポーズの間に,シゲに向かつて favorttteと口
77     を動かす》
78 観光客: Favorite」apanese food. 《 という発話を
79     強調するように,拍を刻むように一度右手を動かす》
80 シゲ: 《領く》
81 観光客:°Food°《小声で発話し,自ら確認するかのように,
82     拍を刻むように一度右手を動かす》 Ah:::
83         (3.0)
84 アイ・シケ゛・タエ:《観光客を見つめ,回答を待つ》
85 観光客:  。hhh Uh:=《一瞬空を見上げ,ポケットに手をや
86       る》
③視線
③視線
⑥体の動きや向き
⑥体の動き
⑥頭の動き
⑥頭の動き
②非言語的音声
③視線
②非言語的音声
⑥頭や体の動き
ヽ
写真 6中国からの観光客へのインタビュー場面 4
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87 カナ :
88 アイ :
89 観光客 :
90
91
92 シゲ:
93 観光客 :
94
95
96
97
98
99  アイ・カナ・シケ゛ :
100 アイ :
101
102 シゲ :
103 観光客 :
104 カナ :
105 アイ :
106
107 観 光 客 :
108
109
110
111
112
113
114
115
116 シゲ :
117 アイ :
118 観光客 :
119 アイ :
120 観光客 :
121 アイ :
122 観光客 :
⑦道具
⑦道具
⑦道具
⑦道具
③視線
⑦道具
③視線
②非言語的音声
③視線
②非言語的音声
②非言語的音声
②非言語的音声
④表情⑥体の動き
⑦道具
③視線⑦道具
⑥体の動き
⑥体の動き
⑦道具
⑥体の動き
③視線⑦道具
②非言語的音声
②非言語的音声
⑤ジェスチャー
⑤ジェスチャー
⑥頭の動きや向き
⑥頭の動きや向き
《サイン用紙をファイルに片付ける》
=」apanese food.=
ヨ魚yeah yeah yeah.《ポケットからスマート
フォンを取り出す》
See this one.
《観光客に無言でピクチャーカードを見せる》
《シゲの動きには気がついていない》
(   )(。)くThiS one.>《スマートフォン
を操作しながら》
°This one°(3.0)Hey (。)thiS One。
《アイに視線を向けスマー トフォンの画面を見せ
る》
《スマー トフォンを覗き込む》
Ah!串[焼き]《スマー トフォンを指差しながら観
光客の目を見る》
[Ah: ほんとや]=
=Yeah yeah yeah=
=Oh[: nice.
[Oh:me too.Yes。《笑顔で胸に手を当て
て》
(     )f00do Ah: (。) ( ?)《観光
客に見えるようにシゲが持ち続けていたピクチャ
ーカー ドに観光客が気づく》
●Ah:Ah:this this one.く《ピクチャーカー
ドを指差し,円を描くように手を動かす》
Ah m ( )(1.0)Lybe:maybe::《カ
― ドのあちこちを指差しながら》
工n (。)in this picture is this.《ピクチ
ャーカー ドを指差しながらシゲに視線を向ける》
[Ah: ]
[Oh:]°Takoya:ki.°
°Yeah°
Oh O[k。《オーケーのジェスチャーをする》
[Ok.《オーケーのジェスチャーをする》
Ves′thank you.《軽く頷いたあと頭を下げる》
《同じく軽く頭を下げる》
シゲは, “Eh What's your favorite Japanese food?"(L73)と尋ね,それに対
し観光客は “Favorite Japanese food."(L78)とシゲに確認するように発話 し,
シゲが頷くのを(L80)確認 した後またもう一度“°Food°"(L81)と小声で発話 した。
その後3秒間のポーズ(L83)の間,アイ,シゲ,タエは観光客を見つめ(L84),観光
客の回答を待つが,観光客の “.hhh Uh:"(L85)という非言語的音声や,一瞬空を
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見上げた後ポケットに手をやる動き(L85)を目にしたアイは観光客に即座に
“」apanese food。"(L88)と発話した。(写真7)
そのアイの発話に対 し即座に観光客は “Un yeah yeah yeah."と返答し,ポケ
ットからスマー トフォンを取 り出している(L89)。そして,観光客はスマー トフォ
ンの画像を「道具」というリソースとして用い,串焼きが好きであるということ
を伝えた(L97)。
また,このインタビュー活動の中で,シゲはこれまでの他の観光客へのインタ
ビュー活動と同様に,観光客にピクチャーカー ドを提示していた(L92)。しかし観
光客は,シゲが提示したピクチャーカー ドには気がつかず(L93),自分が伝えたい
“串焼き"の画像を児童たちに見せるためスマー トフォンを操作していた(L94)。
その後シゲは観光客のスマー トフォンを見て, “Ah:ほんとや"(L102)と発話 し
た(写真8)。
写真 7中国からの観光客へのインタビュー場面 5
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あ―ほんとや
V
[1 _l
ここまでのやりとりで,好きな食べ物を尋ねるというシゲの課題はすでに達成
されているが,シゲはL107で観光客が気づくまで, ピクチャーカー ドを提示し続
けていた。観光客が “In(.)in this picture is this."(Ll14)と発話 し,シゲ
はピクチャーカー ドを「道具」というリソースとして用い,インタビュー活動を
継続させた(写真9)。
シゲ
ヽ
｀
〓
?
?
?
?
????、
?
?
?
?
カ
イ
?
?
?
写真 8中国からの観光客へのインタビュー場面 6
写真 9中国からの観光客へのインタビュー場面 7
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4.3リハーサル活動と実際のインタビュー活動のまとめ
本章では,コミュニケーションを目的とした活動の中で児童がどのように学ん
でいるのかを捉えるために,児童たちがどのようなリソースを用いて活動に参カロ
し,どのように課題を達成 してゆくのか,体育館におけるリハーサル活動と観光
地における実際のインタビュー活動をもとに詳細に見てきた。
第2章では,活動を円滑に継続する際には間主観性が保たれていることが前提
となることを述べたが,先述のように,体育館でのリハーサル活動における観光
客役の教諭は,児童たちが尋ねる内容をあらかじめ知らされていたことから,実
際の観光地での活動と比べ,活動が始まる時点において参加者の共通理解の程度 ,
すなわち間主観性を形成するための前提が大きく異なる。実際の観光地では,児
童,観光客ともに,活動がどのように進んでいくのかを予測することの難しい状
況から始まる上に,相手に質問の意図が伝わらない場合もあり,会話を構成する
環境の変化が激 しい。そのため,この二つの異なる場における大きな違いが現れ
ることは容易に想像可能である。
次章では,それぞれの場での活動における特徴を取り上げ, リソースの使用や
間主観性の形成の仕方に,どのような違いが見られるのかをさらに議論する。
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第5章 インタビュー活動の分析結果
第4章では,児童たちが様々なリソースを用いて活動に参加 し,課題を達成 し
てゆく場面についての記述と分析を行つた。本章では,それぞれの場で見られた
特徴を取り上げ,児童が使用するリソースや,会話の参加者の間主観性の形成の
仕方に, どのような違いが見られたのかついてさらに議論を展開する。
5。1体育館と観光地でのインタビュー活動の相違 :リソー スの使い方の違い
体育館で行われたインタビュー活動のリハーサルと実際の観光地でのインタビ
ュー活動を比較するために,まず, トランスクリプトに示したリソー スを種類,
質,会話の中に出現する密度に焦点を当て,体育館でのリハーサル活動と観光地
での活動を比較した。その中でも,ここでは特に視線の使い方について詳しく見
ていく。
体育館における活動である事例1では,児童が手元に視線を落としている場面が
多く見られた。その部分を再掲する。
事例 1
)50 アイ:  Thank you.《シール台紙に視線を落としたまま,
51      教諭に軽くお辞儀をする》
52          (2.0)
→53 アイ:  《シゲの方に一瞬視線を向けた後すぐに手元に視
54      線を戻す》
55 タエ:   °シゲちゃん°=《アイに続くようにシゲに視線を
56      向け,一歩近づき,ひじで軽く小突き,シゲの発話
57      を促す》
う58  シゲ:     What's your favorite Japanese food?《手
59      元の資料を読み,その後教諭に視線を向ける》
60 アイ:  《シゲに視線を向け,タエに一歩近づき,教諭の方
61      に視線を向ける》
62 児童たち:《教諭に視線を向ける》
63  老鮮諭:     = (。)■ike (2.0)m:
う64 児童たち:《手元に視線を落とす》
③視線⑦道具
⑥頭や体の動き
③視線
③視線
⑥体の動き
③視線⑦道具
③視線
⑥体の動き
③視線
③視線
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L50,53,58,64に見られるように,児童は手元や道具に視線を落としている場面
が多く見られた。これは,体育館でのリハーサル活動では,各児童が自分に割り
当てられた質問の順番がめぐってきたら,それを発話するということに注意が向
いているためであろう。それに対し観光地における活動では,視線の向け方に違
いが見られた。事例7の中で際立って見られた場面を再掲する。
事例 7
72 シゲ: 《手元と観光客の目を交互に見ながら》      ③視線
73        Eh (。)Whatis your (。)favorite Japanese
74        food?
→75 アイ: 《シゲに視線を向け,シゲの what′s yourの後の ③視線
76     短いポーズの間に,シゲに向かつて favoriteと口 ⑥体の動きや向き
77     を動かす》
78 観光客:Favorite Japanese food.《foodという発話を ⑥体の動き
79     強調するように,拍を刻むように一度右手を動かす》
80 シゲ: 《頷く》                     ⑥頭の動き
81 観光客:°Food°《小声で発話し,自ら確認するかのように, ⑥体の動き
82     拍を刻むように一度右手を動かす》Ah:::     ②非言語的音声
83         (3.0)
→84 アイ・シケ゛・タエ:《観光客を見つめ,回答を待つ》        ③視線
85 観光客:  。hhh Uh:=《一瞬空を見上げ,ポケットに手をや ②非言語的音声
86      る》                     ⑥頭や体の動き
87 カナ:  《サイン用紙をファイルに片付ける》      ⑦道具
88 アイ:   =」apanese food。=
89 観光客: ヨ■ yeah yeah yeah。《ポケットからスマート ⑦道具
90      フォンを取り出す》
91          See this one.
92 シゲ:  《観光客に無言でピクチャーカードを見せる》  ⑦道具
93 観光客: 《シゲの動きには気がついていない》
94     (   )(.)<ThiS one.>《スマー トフォン ⑦道具
95      を操作しながら》
96          °This one°(3.0)Hey (。)thiS One.
97      《アイに視線を向けスマー トフォンの画面を見せ ③視線
98      る》                    ⑦道具
99 アイ・カナ・シケ゛:《スマートフォンを覗き込む》         ③視線
→loo アイ:  Ah!串[焼き]《スマートフォンを指差しながら観 ②非言語的音声
101      光客の目を見る》               ③視線
102 シゲ:     [Ah:ほんとや]=            ②非言語的音声
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L75,84,100に見られるように,児童―児童や,児童観 光客といつた,活動の参
加者同士が視線を合わせる場面がより多く見られた。さらに事例1のL64では,教
諭の返答を待つ間児童たちは手元に視線を落としていたが,事例5のL84では観光
客を見つめながら返答を待つていた。また,事例7のリソースの現れ方を見ると,
視線だけでなく,その他の非言語的リソー スも一度に多く現れており,児童たち
が様々なリソー スを同時に,複雑なやり方で使用していることがうかがえる。こ
れは, 自分の発話順番が予定調和的にめぐってくる体育館でのリハーサルとは異
なり,観光地では,インタビュー活動をする児童たちを取り囲む環境がめまぐる
しく変わつており,観光客や持つている材料などに視線を向けて,環境の変化に
対応していこうとする姿を現している。
5。2協働的な場の構成
体育館での活動である事例1,2で,児童同士で発話を促す場面がいくつか見ら
れた。それぞれの場面の抜粋を以下に示す。
事例 1
50 アイ:  Thank you.《シール台紙に視線を落としたまま,
51      教諭に軽くお辞儀をする》
52          (2.0)
→53 アイ:  《シゲの方に一瞬視線を向けた後すぐに手元に視
54      線を戻す》
→55 タエ:   °シゲちゃん°=《アイに続くようにシゲに視線を
56      向け,一歩近づき,ひじで軽く小突き,シゲの発話
57      を促す》
58  シゲ:    →ぬat's your favorite」apanese food?《手
59      元の資料を読み,その後教諭に視線を向ける》
③視線⑦道具
⑥頭や体の動き
③視線
③視線
⑥体の動き
③視線⑦道具
事例2
75
76
→77
78
79
80
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
工tiS― y。
m
hhhhカナやで。 《カナに視線を向け,カナの発 ③視線
話を促す》
あつ (1.0)Thank you.
Th[ank you.]
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リハーサルである事例1のL53,55で,アイやタエは視線や体の動きによつてシゲ
の発話を促 し,事例2のL77では,アイはカナの発話を促 している。このように,
児童同士は自分の発話順番の枠を埋めるように発話 していることがうかがえる。
しかし観光地においては,発話順番の枠にとらわれないインタビュー活動を行な
つていた。以下は事例6の抜粋である。
事例 6
70 カナ: Thank you.《観光客から鉛筆を受け取る》
71 アイ: 《手でカナの傘をよけ自分のスペースを確保する》
72 シゲ: 《手元と観光客の目を交互に見ながら》
73        Eh (。)What's your (。)favOrite Japanese
74        food?
75 アイ: 《シゲに視線を向け,シゲの what′s yourの後の
76     短いポーズの間に,シゲに向かつて favOriteと口
77     を動かす》
⑥体の動き
③視線
③視線
⑥体の動きや向き
4.2.2で述べたように,本来発話するタイミングでアイは発話せず,代わりにシ
ゲが “Eh(。)What's your(。)favorite」apanese fOod?"(L73)と発話 している。
そして,アイがシゲに向かつて “favorite"口を動かしていることから,シゲと
アイの間で,活動を成立させようと努力していることが読み取れる。ここでもし
仮に,児童たちがリハーサル通 りに会話の1贋番を守 り,すでに得ている観光客の
出身地について情報を得ているにもかかわらず,再度 “Where are you from?"
と尋ねたとしたら,必要以上の質問を投げかける1こととなり,会話は円滑に行わ
れず,滞つていたかもしれない。
1これは,協調の原理(グライス,1998)が守られていない状況だと言える。話し手と聞
き手の会話が円滑に進むためには,話し手と聞き手が協調していることが必要であると
述べ,会話を円滑に運ぶための基本的なルールとして会話の公理(maxims of
conversation)を提案した(グライス,1998;佐久間et al,2004)。会話の公理は以下の
4つからなる。質の公理(maxim of quality)(自分が嘘や偽りだと思つていること,確
信を持てないことを言うべきでない),量の公理(maxim of quantity)(必要なことを
必要なだけ述べよ),関連性の公理(maxim of relation)(その場の状況と関連のある
ことを述べよ),様態の公理(maxim of manner)(簡潔かつ明瞭に述べよ)。
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リハーサルから,この観光客へのインタビューに至るまで,児童は誰がどのセ
リフを言うのかという決められた枠組みのもと会話を構成してきていた。しかし
本事例においては,児童はその枠組みから逸脱し,結果的に基本的なルールとし
ての量の公理や関連性の公理が守られたと考えられる。
5。3会話の滞りそうな場面での会話の継続
本セクションでは,体育館での活動では見られることのなかつた,会話が滞 り
そうな場面における児童のや りとりに焦点を当てる。事例5におけるや りとりを
再掲する。
事例 5
22 タエ: 《観光客に視線を戻して》巌呼 ェask you a ③視線
23        question?
う24 観光客:what?
25 タエ: 《アイに視線を向ける》             ③視線
26 観光客:《タエがアイに視線を向けたのを見て,同じく視線を ③視線
27     アイに向ける》
28 アイ: Ah:あなたに:(。)質問をしてもいいですか。   ③視線
29 観光客:《首をかしげ自分のあごを指差した後に,手のひらを ③視線⑤ジェス
30     上に向けてアイを指し示す》            チャー
→31        (   )PardOn? What?
32 カナ: 《相手を指すように右手を少し動かす》       ③視線⑥体の動き
→33 観光客:Pardon?What?
34 アイ: Oh:↑You《手のひらを上に向け観光客を指し示す》 ③視線⑤ジェスチャー
35 観光客:un(。)yes《自分を指して頷く》        ③視線⑥頭や体の動き
36 カナ・タエ:《アイと観光客を交互に見る》          ③視線
37 アイ: 知は =゜《手を回元に持っていった後,資料に視線を落 ②非言語的音声
38     とす》                     ③視線
39 タ エ :  →》estiOn= 《観 光 客 を指 しな が ら》         ⑥頭や体の動き③視線
40 アイ: く》estiOn《観光客を指した後オーケーのジェスチ ③視線⑤ジェスチャー
41     ャーをする》                    ③視線⑤ジェスチャー
42 カナ: 《観光客の目を見て手で三度拍を刻むような動きを ③視線⑥頭や体
43     し,一度領く》                 の動き
44 観光客:uh′yeah yeah veah.《オーケーのジェスチャー ⑤ジェスチャー
45     をする》
46 アイ・カナ:《観光客の目を見てオーケーのジェスチャーをし,一 ⑤ジェスチャー
47     度頷く》                    ⑥頭の動き
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この事例において,L24,31,33は,体育館における活動では見られなかつた想定
外の返答であつた。5。1でも示したように,このような想定外の状況に対し,児童
は言語,非言語的音声,ジェスチャー,頭や体の動きなど,様々 なリソースを同
時に活用しているのが見て取れる。
また,この場面で注目したいのは, “May l ask you a question?"という一つ
の質問を,複数人で観光客に伝えようとしている点である。タエの “Question"
(L39)という発話に続いて即座にアイが “Question"(L40)と発話 し,それを受け
て観光客が児童の発話を理解 した(L44)。カナは,発話はしていないものの,L42,46
で観光客に視線を向け,拍を刻むように手を動かし,ジェスチャーや頷きでアイ ,
タエ,観光客とともに,活動における間主観性を保持しようとしている。
本事例で見られたや りとりは,リハーサル活動で見られた,児童の質問―教師の
回答という枠組みに収まらないものである。 日常会話では常に想定外のことが起
こるが,そういつた点で本事例はまさに,シナリオがない日常のコミュニケーシ
ョンに近い活動であつたと言える。つまり,観光地での会話では不確定な要素が
多く,予期していなかつたことが起きると活動が前に進まなくなることがあるが,
そういつたときでも児童たちは,それぞれの発話順番をこなすだけではなく,様々
なリソースを協調させながら活動に参加 していることがよく分かる。この時,活
動の目的を達成させようとする力,すなわち,間主観性が形成されていることが
重要となる。社会認知的アプローチに従えば,観光地では認知―身体一環境の中で
も,インタビューの対象となった観光客を含め,環境面の条件が常に変化 し続け
たため,コミュニケーション上困難な状況が発生したが,児童たちはその変化に
あわせて身体の動きや認知を協調させること, リソースを最大限に利用する必要
性があつたことが言える。
5。4まとめ
本研究では,以下のようなリサーチクエスチョンを掲げ,外国語活動における
児童の相互行為をSCAに基づいて分析 してきた。
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体育館におけるリハーサル活動,および,観光地でのインタビューという相
互行為の中で,児童たちはどのように間主観性を形成 しながら協調をおこな
つているか。
それぞれの場面におけるや りとりの詳細な分析から,以下のことが分かつた。
1)児童たちは観光地において, リハーサル活動で見られた以上に,様々 なリソー
スを複雑なや り方で使用し,会話を継続させていた。
2)観光地における相互行為の中で,児童たちはそれぞれの役割を果たすというこ
とだけではなく,会話を成立させるために協働的に場を構成 していた。
3)観光地における相互行為の中で,児童たちは環境の変化にあわせて, リソース
を最大限に利用し,身体の動きや認知を協調させていた。
これにより,教室 (体育館)での活動と異なり,当然ながら,環境が激 しく変
わる観光地での活動では,児童たちが様々なリソースを用いながら,他者 (観光
客,児童)と間主観性を形成しながら,時に失敗 しながら,協調していく様をと
らえることができたと考える。
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第6章 まとめと課題
本研究では,外国語活動での児童のや りとりをSCAの観点から見ることで,そこ
で行われている間主観性の形成,様々 なリソースの使用による協調の過程,そし
て,活動のゴールの達成を記述・分析 してきた。このように,認知一身体一環境を
全体的にとらえる第二言語習得研究,特に,小学校での外国語活動を対象にした
研究はほとんどなかつたという点で,本研究で明らかにできたことによつて,児
童の言語学習をとらえる新 しいアプローチが提案できたのではないかと考える。
しかし,本研究には以下のような課題も残されている。本研究では,SCAの観′点
から児童の相互行為を観察するために,複数のビデオやICレコーダーから集積 し
たデータを書き起こし会話分析を行なったが,注目したのは一つのグループのイ
ンタビュー活動のみであり,事例が少ない。第3章では,TESOL Quarterly Research
Guideline(2003)に示された,すぐれた事例研究で満たされるべき,以下のよう
な要件について述べた。研究の目的や問いを示すこと,事例についての詳細な記
述があること,研究に至った背景が述べられていること,参カロ者との関係性を示
すこと,参加者の個人情報の保護,研究の期間,デー タの集積や分析方法,理論
的枠組みを示すこと,各事例を詳細に記述すること,十分な量のデータを確保す
ること,そして, トライアンギュレーションという様々な情報源を用いることな
どである。先述の通 り,本研究では授業観察,フィール ドノー ト,得られた映像
や音声データの書き起こしなどを用い,研究の妥当性と信頼性を確保することを
目指したが,ガイ ドラインの要件にある「十分な量のデータを確保すること」に
ついては不十分であったと考えられる。
ただ,本研究でSCAの観点から,どのように児童たちがリソースを活用しなが
ら活動に取り組み,協調を行つているかを詳細に見たことで,「慣れ親 しみ」を
超えたコミュニケーション活動とは何か,という視点も生まれたのではないだろ
うか。これは,冒頭で述べた,指導者が発する英語をそのまま繰 り返す活動や ,
チャンツを行 う活動,簡単な英文を,パターンを変えて学習するパターン・プラ
クティスなどの活動では見られないものであると考える。
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本研究には課題も残つたが,認知―身体一環境を全体的にとらえる視点を持つこ
とによつて,コミュニケーション能力を育む外国語活動の授業づくりを行 うこと
への示唆が導けたのではないかと考える。
41
引用文献
Atkinson9 D。,Churchill,E。,Nishino,T.and Ob亀H。(2007),Aligment and interaction in
a sociocognitive approach to second language acqtusidon.助θ拗 ル
“
二α4νar
力繭 ,9fO,169-188.doi:10。1lHう。1540-4781.2007.00539.x
AtkinsoL D。(2010→.Extendet embOdied cognidon and second la鴫田ge acquisition.
″ ′′θグニJ4♂″isriω,3f,599-622.
AtkinsoL D。(2010b).SOCiocognidott What■can mean for second lanuge acqtusition.
In R.Batstone cd。),Sοσわεο♂ J′ルθ′θrsPθαルθο′′α″gη″ 郎θα′グ1印脚 解
ルar″Jttop.24‐39).OxfOrd university Press.
Atkinson,Docd。)。(20H)Иル
“
α″″ 年prο″力θSわSθ
`ο
〃 lm脚解
“
9“お″′ο′.
C)xford:Routledge.
Berk,L.E.,&Winsler,A。(1995).S“′♭′蝿 働ildre″むルαrning「/ygors″αだ ιαr″
εあildhοοグθa“cα″。れwashington:National Association for dle Education of Young
Children.IL.E。バーク・A.ウィンスラー ./田島信元(編・訳)(2001)。『ヴイゴツ
キー の新・幼児教育法:幼児の足場づくり』京都 :北大路書房.]
Brown,J.D。,Canagarttah,S・A.,Davis,K.,Dutt P.A.,Harklau,L。,Jamieson,J.,.…
Chapelle,Co A。(2003)Some Guidelines for Conducting Quantitative and
Qualitative Research in TESOL.EttLOγ″terJy,3て1),157-178.
mce,P.(1991)。Sraグ′θS加″θルッッ グ″οrJS.Camb五dge,MA:Harvard University Press.
[グライス,P。/清塚邦彦 (訳)(1998)。『論理と会話』東京:勁草書房.
Krashen,S.D.(1985).1動θ″η″ ЙИフοttθsおf rssνθ  α″グレψ′た″わが。Addison‐Wesley
Lonman Ltd.
Newson,J。,&Newson,E。(1975).Intersu●eCtiVity and the transmission ofculture:On the
social o五gins of symbolic nmctioning.BνJJarinグルιル Jr sヵ圏 t力οOま″ sο
`た
2
2∂,437-446.
Swain,M。(1985)Collmllnlcative compdencc Some roles of comprehellsible input and
comprehensible output in its developmento ln Gass,S.and Madden,C.cdS.),″ν′
42
滋sθεO″グルηgッα″ αεgνおJ力″。New York:Newbtt House.
ThaT,R.G.&Gallimore,R.(1988)。Rο冨″g″加あ わ′ル.New York:Calnb五dge
University Press.
Wallace,Bo cd.)。(2007)。動θ″J″α ttθ bο″ α′グ ルθ Wο″Jグ「Pッε力ο′ον グθ″
θO騨it"お″2 Exeter:Impnnt Acaderlluc.
We■sch,J.V。(1998)。■夕濯
“ “
′わ″.Oxford:Oxford University Press.[ワーチ。J.V.
/佐藤公治・田島信元・黒須俊夫0石橋由美・上村佳代子 (訳)(2002)『行為
としての心』京都 :北大路書房.]
佐久間淳一 (編著)。(2004)。『言語学入門』東京 :研究社.
鈴木聡志。(2007).『会話分析0ディスコース分析 ことばの織りなす世界を読み解
く』東京 :新曜社.
文部科学省。(2008)。『小学校学習指導要領解説外国語活動編』東京:東洋館出版社.
柳瀬陽介・ガヽ泉清裕。(2015)。『小学校からの英語教育をどうするか』東京 :岩波書
店.
吉田達弘・望月俊伸.(2002)。「英語科授業における「対話」の発生と「間主観性」」
『兵庫教育大学研究紀要』,22,47-52.
43
巻末資料
44
資料 1トランスクリプ トで用いられる記号
連鎖
[
複数の話し手の音声が重なっている場合,重なりの始まりが角括弧で
示される。
重な りの終わ りは各括弧で示 される。
二人の話し手が途切れなく密着していることや,一つの発話の中で話
と話が途切れていないことは,等号で示される。
問合い
(1。2) 音声が途絶えている時間は丸括弧内にその秒数が示される。
0。2秒に満たない短い問合いは丸括弧内にピリオドを打つた記号で示
される。
発話の表 当上の特徴
強調された語はアンダーラインで示される。
音が引き伸ばされていることが転んで示される。コロンの数が多いほ
ど長く弓|き伸ばされている。
語尾が下がつて区切 りがついたことは句点で示される。文法上の文の
終わりとは必ずしも対応しない。
項目を読み上げているときのように,イントネーションが続いている
ことはカンマで示される。
，
? 語尾の音が上がっていることは疑問符で示される。
―
←
→
― 極端な音調の上がり下がりはそれぞれ上向き矢印と下向き矢印で示さ
れる。
音が小さいとき,その範囲が °で囲まれることで示される。
><
発話のスピードが速くなる部分は左向き不等号と右向き不等号で囲ま
れることで示される。
h 呼気音はhで示 される。
●h 吸気音は.hで示される。
注記
聞き取 り不可能な箇所は空欄の丸括弧で示される。空欄が長いほど聞
き取 り不可能な時間が長い。
?
?
?
? 注記は二重山括弧内に示される。
(鈴木(2007,p.15)を参考にまとめた)
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資料 2スクリプト全文
活動 1体育館におけるリハーサル活動 (2016年6月1日)
1 シゲ:  Excuse me。(。)H ■■0.《教諭の目を見て発
2      話した後,資料に視線を落とす》
3 老嬌諭:    He■■o.
4  夕IE:    we  are  Daiichi  e■ementary schoo■
5      students.《手元の資料を読む》
6 児童たち:《手元の資料を見ている》
7 タエ:  《教諭の目を見て》
8      地w工ask you a question?《手元の資料に
9      視線を戻す》
10 老嬌愉:    Ok.
11 カナ:  mnt's yOur nnm_?《教諭の方を見る》
12 児童たち:《手元の資料を見たまま》
13 教諭:    My nane is Anna。 (1.0)
14 カナ:  《笑いながら肩をすくめ,アイを見てまた視線を手
15      元の資料に戻す》
16      °Sign P■ease°《サイン帳に視線を落としたまま
17      教諭にサイン帳を渡す》
18 教 i諭:     ↑Yes.
19 カナ:  《教諭に鉛筆を渡す》
20 教諭:  《カナから鉛筆を受け取リサイン帳にサインをす
21          る》
22          (7.0)
23 アイ・シケ゛・カナ:《自分の資料に視線を落としている》
24 タエ:  《教諭を見つめる》
25 教諭:  Here you↑are。《カナに鉛筆とサイン帳を返し
26      ながら》
27 カナ:  Thank you.《鉛筆とサイン帳を受け取りながら
28      教諭を見る》
29 教諭:   ok.
30 アイ:  Where are you from?《教諭を見た後手元に視
31      線を落とし,また教諭を見る》
32 カナ・シケ゛・タエ 《手元の資料に視線を向けている》
33 教 諭 :    ='m from (。)Canada.
34 児童たち:《教諭に視線を向ける》
35 アイ:   Canada?
36 教諭:    Do you (。)knOW?  Canada?
37 アイ:   Oh:
38 児童たち:《カナの手元の資料を覗き込む》
③視線
⑦道具
③視線
③視線
③視線
③視線
③視線
③視線
⑥体の動き
③視線
③視線
⑦道具
⑦道具
⑦道具
③視線
③視線
③視線
③視線
③視線
③視線
②非言語的音声
③視線⑦道具
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39 アイ:   Oh canada.=
40 教諭 :    =Yes yes.
41 アイ:   °Not Canada on」ap n°《テーブル代わりにな ⑥体の動き
42      るように膝をあげ,教諭がシールを貼りやすいよう
43      にする》
44         (2.5)
45 教諭:  《左手でオーケーのジェスチャーをする》    ⑤ジェスチャー
46 アイ:    Sea■ p■ease.
47 教諭:  《アイの膝の上の台紙にシールを貼る》
48         (3.0)
49 カナ・シグ・タエ:《シール台紙を覗き込む》 ③視線⑥頭や体向き
50 アイ:  Thank you.《シール台紙に視線を落としたまま, ③視線⑦道具
51
52
53 ア イ
54
55 タエ
56
57
58 シ ゲ
59
60 アイ
61      に視線を向ける》
62 児童たち:《教諭に視線を向ける》
63 教諭 :    ェ (。)■ike (2.0)■■:
64 児童たち:《手元に視線を落とす》
65 教 諭 :    Tewura.
66 アイ:  Oh:《カナの方に視線を向ける》
教諭に軽くお辞儀をする》
(2.0)
⑥頭や体の動き
《シゲの方に一瞬視線を向けた後すぐに手元に視 ③視線
線を戻す》
°シゲちゃん°=《アイに続くようにシゲに視線を ③視線
向け,一歩近づき,ひじで軽く小突き,シゲの発話 ⑥体の動き
を促す》
―What's your favorite」ap nese food?《手 ③視線⑦道具
元の資料を読み,その後教諭に視線を向ける》
《シゲに視線を向け,タエに一歩近づき,教諭の方 ③視線
⑥体の動き
③視線
③視線
②非言語的音声③視線
67 カナ:  oh ni[ce。《右手でオッケーのジェスチャーをす ⑤ジェスチャー
68           る》
69 アイ:     [Nice.
70 シゲ:  《アイに視線を向けたあとカナに視線を向ける》 ③視線
71 教諭:  Thank you.=《親指を立てる》 ⑤ジェスチャー
72 タエ:  ―Me too。《手に持つた鉛筆で自分と教諭を交互 ⑤ジェスチャー
73      に指す》
74 教諭:  Good.《オッケーのジェスチャーをする》    ⑤ジェスチャー
75 アイ:   工t's_y.
76 教諭:  hhh
77 アイ:  ― カナやで。 《カナに視線を向け,カナの発 ③視線78      話を促す》
79 カナ:  あっ (1.0)Thank you.
80 アイ:   Th[ank yOu.]
81 老婿諭:      [Thank you]′ thank you bye. Bye bye.
82      《児童に手を振る》
83 カ,た:    Bye. Thank you. Bye bye。
84 児童たち:Bye.
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資料 3スクリプ ト全文
活動 2イン ドからの観光客へのインタビュー活動 (2016年6月7日)
3 観 光客 1:   sure.
4  カ I力:     what's your nnm_?
5 観光客1:  Mけnane is Apuba.
6 カナ:   《サイン用紙を用意しながら,アイから鉛筆を受け ⑦道具
1 タエ :
2
7
8
9  アイ・ カナ:
10
11
12 カナ :
13
14
15 アイ :
16
17 観光客 1
18
19
20 アイ :
21 カナ :
22 観光客 1
23
24 カナ :
25
26 アイ :
27
28 観光客 1
29 アイ :
30 観光客 1
31 アイ :
32
33 カナ :
34 担任 :
35 カナ :
36 担任 :
37 観光客 1
38 担任 :
We are students.  Mはy = ask you a
question?
取る》
Sign p■ease.
hhhh
《サイン用紙を渡す》 ⑦道具
(4.0)
お願いします。 (3.0)One.《サイン用紙の1番 ⑦道具
の欄を指差しながら》
(3.0)
Oh′nunber[One.]《サインする場所を指差し ⑥体の動き
て示す》
《アイの方に一瞬視線を向けて》
[Ah writel (。) ah Write my
nane here?
Yes.《軽く頷きながら》
《サイン帳を支える》
《サイン帳にサインをする》
(15.0)
Thank you.
《軽く頭を下げた後,観光客1の目を一瞬見る》 ③視線°Thank you.°《観光客から鉛筆を受け取ると同 ⑥頭動き
時に軽く頭を下げる》
Youire we■com 。
Where are you from?=
=工lm from 工ndia.
[Oh! ②非言語的音声
《カナ,タエと顔を見合わせ,担任の方を一瞬見る》 ③視線
《タエとアイを見た後,辺りを見渡し担任を探す》 ③視線
[.hh工:=週La.
先生。 《辺りを見渡す》            ③視線
Ah′ ok ok。 ェndia. [Ok. [工 memorize.
[Mh′ [Yeah. Yeah.=
=Yes。 (。) [Next quesltiOn=
③視線
⑥頭の動き
⑥体の動き
⑥体の動き
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39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
6■
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
?
‥
?
‥
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
アイ・カナ:
観光客 1:
アイ・カナ:
観光客 2:
児童たち :
観光客 1:
観光客 2:
観光客 1:
シゲ :
観光客 1:
シゲ :
アイ :
児童たち:
観光客 2:
担任 :
観光客 1:
児童たち
アイ :
観光客 1
カナ :
タエ :
担任 :
観光客 1
児童たち
カナ :
アイ :
タエ :
観光客 1
担任
カナ
タエ
アイ
観光客 1
担任 :
[Eh  What]
=Next question.=
=Eh whatis your favorite」apanese food?
《観光客1に視線を向けて》
《シゲの発話を見守るように視線を向ける》
Sorry?《首を傾げ,シゲの方に耳を近づける》
《観光客 1に一瞬視線を向け,笑顔で前のめりに
なってシゲに視線を戻す》
《アイを一瞬見た後観光客1,2を順に見る》
Whatis your favorite」apanese food? 《観
光客 1に視線を向けて》
Favor■te Japanese c■ty.
《観光客2の方を見る》
[血?]
[Whal t'S your favorite」apanese city?=
=Favorite Japanese?
《観光客 1に視線を向けて三度頷く》
Tokyo.
《観光客1からアイに視線の先を移す》
(2.0)
Oh′ ["hat's your favori[te Japanese
food?
《アイに視線を向ける》
[TOky。.
[TOkyO.
《アイに視線を向ける》
」apanese food.=
《アイから観光客①に視線の先を移す》
=Yes.
Ah: Mh:: (■.0)ME30 SOup.
[Nice.]《拍を打つように左手を動かす》
《アイとカナを交互に見る》
[型墜][misO soup.
[Nice hhhh
《微笑む》
Thank you.=
作をする》
=Thank you.=
=°Thank you.°
[ありが と。
《笑顔で,少し手を降るような動
《軽く頭をさげる》
lltく頭をさげる》
[あれ, プレゼントは?
あ?
鶴。
あ。鶴?
Ah′ there is a gift for me? Wo:w.
二 つ,二つ 。
③視線
③視線
③視線⑥頭の動き
③視線④表情
⑥体の向き
③視線
③視線
③視線
②非言語的音声
⑥頭の動き
③視線
③視線②非言語
的音声
③視線
③視線
③視線
③視線⑥体の動き
③視線
④表情
④表情⑥体の動き
⑥頭の動きや向き
⑥頭の動きや向き
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85 アイ:   Thank you.
86観光客1: Thank you very much.
87 担任:   お[友だちがおつてや。
88 カナ:    [Thank you.
89 観光客1: ありがと。=
90 担任:     =Thank you. [Thank you.
91 児童たち:        [Thank you.
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資料 4スクリプ ト全文
活動 3中国からの観光客へのインタビュー活動 (2016年6月7日)
1 観光客:ちょつとだけ。
2 アイ: Ah.hhh《口元に手を当てメンバーを見る》    ③視線
3 観光客:中国人です。
4 アイ: (    )《タエに向けて何かを言つている》
5 観光客:° 中国人です。°
6 担任: m (。)カナちゃん (。)よかつた (。)中国。
7 アイ: 中国
8 観光客:中国人です。
9 シゲ: いけ,カナちやん。
10 観光客:(    )
11 タエ: 《アイに視線を向ける》              ③視線
12     無理 ↑やで
13 アイ: 《タエに視線を向け,タエを指差し,ジェスチャーで ③視線
14     発話を促す》
15        (      )
16 タエ: 《カナに一瞬視線を向けた後,アイに視線を戻し,そ ③視線
17     の後観光客に視線を向ける》
18        We′tre are students.
19 観光客:Ah yes.
20 タエ: 《アイに視線を向ける》             ③視線
21 アイ: 《タエに向かつてMay Iと口を動かす》      ⑥体の動き
22 タエ: 《観光客に視線を戻して》逸y=ask you a ③視線
23        question?
24 観光客:籠nt?
25 タエ: 《アイに視線を向ける》             ③視線
26 観光客:《タエがアイに視線を向けたのを見て,同じく視線を ③視線
27     アイに向ける》
28 アイ: Ah:あなたに:(。)質問をしてもいいですか。   ③視線
29 観光客:《首をかしげ自分のあごを指差した後に,手のひらを ③視線⑤ジェス
30     上に向けてアイを指し示す》            チャー
31        (   )PardOn? What?
32 カナ: 《相手を指すように右手を少し動かす》       ③視線⑥体の動き
33 1現光 客 : Pardon? What?
34 アイ: Oh: ↑You《手のひらを上に向け観光客を指し示す》 ③視線⑤ジェスチャー
35 観光客:Un(。)yes《自分を指して頷く》        ③視線⑥頭や体の動き
36 カナ・タエ:《アイと観光客を交互に見る》           ③視線
37 アイ: 句h:°=《手を回元に持っていった後,資料に視線を落 ②非言語的音声
38     とす》                     ③視線
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39 タエ: ィロestiOn=《観光客を指しながら》        ⑥頭や体の動き③視線
40 アイ: ョンestiOn《観光客を指した後オーケーのジェスチ ③視線⑤ジェスチャー41      ャーをする》                      ③視線⑤ジェスチャー
42 カナ: 《観光客の目を見て手で三度拍を刻むような動きを ③視線⑥頭や体43     し,一度頷く》                  の動き
44 観光客:uh′veah yeah yeah。《オーケーのジェスチャー ⑤ジェスチャー45     をする》
46 アイ・カナ:《観光客の目を見てオーケーのジェスチャーをし,一 ⑤ジェスチャー47     度頷く》                    ⑥頭の動き48担任:血 血 血 血
49 カI力:  what's your nane?
50 観光客:町name?《自分を指差しながら》        ⑤ジェスチャー
51 カナ: 《観光客の目を見て頷いた後,手元の資料に視線を落 ③視線
52        と,■》
53 観光客:町nam‐(。)iS(。)Ah::: ↑(  )《視線 ③視線54     を泳がせ,何かを探している》          ⑥頭や体の動き
55 アイ: Oh《タエが持つているサイン用紙を指差し,サイン ⑤ジェスチャー56     用紙に三度軽く触れる》
57 カナ: 《ファイルからサイン用紙を出しながら》     ⑦道具
58        °Sign p■ease.°
59 観光客:Sign。(。)Yes.《字を書くジェスチャーをし,力 ⑤ジェスチャー60     ナを見た後アイを見る》             ③視線
61         (4.0)
62 カナ: 《観光客に鉛筆を渡し,サイン用紙を差し出す》  ⑦道具
63 観光客:《サインをしようとしながら》
64     漢字?《字を書くジェスチャーをしながらシゲを見た ③視線65     あと,カナを見る》               ⑤ジェスチャー
66 シゲ: 《領く》                     ⑥頭の動き
67 カナ: 《笑顔で頷きながら》 ok ok.=          ④表情
68 観光客:く凛 ok.《サイン用紙にサインをする》      ⑦道具
69         (4.0)
70 カナ: Thank you.《観光客から鉛筆を受け取る》
71 アイ: 《手でカナの傘をよけ自分のスペースを確保する》 ⑥体の動き
72 シゲ: 《手元と観光客の目を交互に見ながら》      ③視線
73        Eh (.)What's your (。)favorite Japanese
74        food?
75 アイ: 《シゲに視線を向け,シゲの what′s yourの後の ③視線76     短いポーズの間に,シゲに向かつて favOriteと口 ⑥体の動きや向き77     を動かす》
78 観光客:Favorite Japanese food.《foodという発話を ⑥体の動き79     強調するように,拍を刻むように一度右手を動かす》
80 シゲ: 《頷く》                     ⑥頭の動き
81 観光客:°Food°《小声で発話し,自ら確認するかのように, ⑥体の動き82     拍を刻むように一度右手を動かす》Ah:::     ②非言語的音声
83         (3.0)
84 アイ・シケ゛・タエ:《観光客を見つめ,回答を待つ》        ③視線
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85 観光客 :
86
87 カナ :
88 アイ :
89 観光客 :
90
91
92 シゲ:
93 観光客 :
94
95
96
97
98
99  アイ・カナ。シケ゛ :
100 アイ :
101
102 シゲ :
103 観光客 :
104 カナ :
105 アイ :
106
107 観 光 客 :
108
109
110
111
112
113
114
115
116 シゲ :
117 アイ :
118 観光客 :
119 アイ :
120 観光客 :
121 アイ :
122 観光客 :
123 シゲ :
124 アイ :
125
126 観光客 :
■27 アイ :
128
129 観光客 :
130 アイ :
②非言語的音声
⑥頭や体の動き
⑦道具
⑦道具
⑦道具
⑦道具
③視線
⑦道具
③視線
②非言語的音声
③視線
②非言語的音声
②非言語的音声
②非言語的音声
④表情⑥体の動き
⑦道具
③視線⑦道具
⑥体の動き
⑥体の動き
⑦道具
⑥体の動き
③視線⑦道具
②非言語的音声
②非言語的音声
⑤ジェスチャー
⑤ジェスチャー
⑥頭の動きや向き
⑥頭の動きや向き
③視線⑦道具
⑥体の動き
.―u■:=《一瞬空を見上げ,ポケットに手をや
る》
《サイン用紙をファイルに片付ける》
=Japanese food.=
ヨ■ yeah veah yeah.《ポケットからスマート
フォンを取り出す》
See thi3 0ne.
《観光客に無言でピクチャーカー ドを見せる》
《シゲの動きには気がついていない》
(   )(。)くThiS one.>《スマー トフォン
を操作しながら》
°This one°(3.0)Hey (。)thiS One.
《アイに視線を向けスマー トフォンの画面を見せ
る》
《スマー トフォンを覗き込む》
Ah!串[焼き]《スマー トフォンを指差しながら観
光客の目を見る》
[Ah: ほんとや]=
=Yeah veah yeah=
=Oh[: nice.
[Oh:me t00。Yes.《笑顔で胸に手を当て
て》
(     )f00d. Ah: (。) ( ?)《観光
客に見えるようにシゲが持ち続けていたピクチャ
ーカー ドに観光客が気づく》
●Ah:Ah:this this one。く 《ピクチャーカー
ドを指差し,円を描くように手を動かす》
Ah m ( )(1.0)Lybe:maybe::《カ
― ドのあちこちを指差しながら》
工n (。)in this picture is this.《ヒゞク:升
ャーカー ドを指差しながらシゲに視線を向ける》
[Ah: ]
[Oh:]°Takoya:ki.°
・ Yeah°
Oh O[k.《オーケーのジェスチャーをする》
[ok.《オーケーのジェスチャーをする》
Ves′thank you.《軽く領いたあと頭を下げる》
《同じく軽く頭を下げる》
鶴1鶴が
What co■or《観光客の目を見た後,袋の中の鶴
を指差しながら》
This one.
ok.《カナにピクチャーカードを手渡す》
(4.0)
(     )me?=
ヨ轟′yes.《頷きながら応える》 ⑥頭や動き
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?
?
?
?
?
?
観光客: Thank you.
カナ:   Thank you.
